
- 1 -

お 名 前 性 別 満年齢 終戦時の年齢 現 住 所

白井 義秋
男 性

８９歳

１９歳 黒 田

よし あき

H27.8.15現在

「本土防衛の要塞を築いていました」
ぼう えい よ う さい き ず

私の戦争体験といえば，子どもの頃からの耐乏生活や銃後の守りが一番かもし

せん そう たいけん ころ たい ぼう じゆう ご

れませんが，わずかな期間でしたが軍隊生活のことを話します。私は八名青年学

ぐん たい

校を卒業後，昭和２０年４月１０日に瓦町の豊橋工兵隊１１部隊に入営しました。

そつぎよう かわらまち とよはし へいたい ぶ たい にゆうえい

入隊後まもなく部隊は独立し，１４３２０部隊大和隊となりました。終戦後の９

にゆうたい どくりつ しゆうせん

月１０日に復員しましたので，軍隊生活はわずか５ヶ月のことです。

ふくいん

工兵隊は，土木建築や道路建設，塹壕堀り，爆破工作などを担い，戦闘で実際

けん ちく けん せつ ざん ごう ほ ばく は にな せん とう じつ さい

に戦う歩兵・戦車・砲兵部隊を支援する能力を持っていました。豊橋工兵隊では，

たたか ほ へい せんしや ほうへい し えん のうりよく

平地に銃撃から身を守るためのタコツボ（塹壕）を掘る訓練，戦車を食い止める

じゆうげき ほ くん れん

ための対戦車肉攻（肉弾攻撃）訓練，鉄条網を破壊する訓練，豊川で和船に兵士

たいせんしや にくだんこうげき てつじようもう は かい とよかわ へい し

を乗せて漕ぐ訓練などをしました。

こ

６月１９日に豊橋空襲がありました。高師にあった六つの兵舎のうち二つが焼

くうしゆう たか し へいしや しよう

夷弾で焼かれてしまいました。その時は空襲警報で防空壕に入りましたが，豊橋

い だん や けい ほう ぼう くう ごう

駅方面を見ると，空がまっ赤に染まっていました。兵舎を失った私たちは，片づ

そ うしな かた

けをすませると，本土防衛のために現在の田原市和地町に移動しました。そこの

げん ざい い どう

兵舎は，わらぶき屋根の掘っ立て小屋でした。床には丸太を並べ，杉の葉を敷き，

ほ た ご や ゆか なら すぎ し

その上に毛布を敷きましたが，ひどい寝心地でした。

もう ふ ね ごこ ち

そこでの任務は，海岸に近い山を利用して４０ｍほどの地下壕を掘り，要塞を造

にん む り よう ち か ごう ほ つく

ることでした。ダイナマイトで爆発させながら，三方からトンネルを掘り進むの

ばく はつ ほ すす

です。爆破すれば中は大変な土煙が立ちこめますが，とにかく完成を急がなくて

たいへん つちけむり かんせい

はなりません。艦載機の攻撃もあり，監視硝からの連絡で「空襲警報」の連絡も

かん さい き かん し れん らく

入りますが，私たちはひたすら作業を続けるだけです。カンテラをつけても真っ

つづ

暗なトンネル内で，爆破した石のガラをトロッコで運び出すのです。水のしずく

が落ちてきたり，地下水が出たりで，作業は本当に大変です。それも突貫工事で

とつ かん

すから事故も起きます。ダイナマイトで亡くなった人もいますし，ケガをした人

じ こ な

もいます。それでも仕事の能率が悪かったりすると，昼飯を食べさせてもらえな

のう りつ ひる めし

いこともあって，みんな必死に働きました。

ひつ し はたら

私たちは，トンネル内でただひたすら掘り続けるのが任務でしたから，戦争の

情報は何も伝わってきませんでした。沖縄戦のことさえ知らされず，本土空襲が

じようほう つた おきなわ せん

続いていても，まだ日本が負けるとは全く考えませんでした。アメリカの艦船が

かん せん

近づいてきたら，この要塞から大砲で撃沈してくれる，そんなことを考えながら

たい ほう げき ちん
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必死に作業を続けました。

８月１日，やっと荒堀が完成しました。やれやれとひと息，ささやかな完成祝

あら ほり いわ

いをしました。次の工程では，入口から内部にかけてコンクリートで強固に固め

こうてい きよう こ かた

ていきます。海に向かって砲台も築かなければなりません。私は，コンクリート

ほう だい きず

の材料にする砕石やバラスを福江の港からトラックで運びました。

さいせき ふく え

ある日のことです。福江港で一般の人たちがおおぜい集まっていました。何だ

いつ ぱん

かよく分かりませんでしたが，ただごとではなさそうでした。その人達に聞いて

たち

みると，日本は降伏したようなことを言っていました。私は納得ができず，その

こう ふく なつ とく

まま戻りましたが，それが天皇陛下の玉音放送だったのです。がく然としました。

もど てんのうへい か ぜん

それまでは，あちこちから工事や訓練の音が聞こえてきましたが，静寂につつま

せいじやく

れていました。本土決戦，玉砕が叫ばれ，必死に頑張ってきたのは何のためだっ

けつせん ぎよくさい さけ がん ば

たのかと力が抜けてしまいました。

ぬ

○ 今にして思うこと

私たちが命をかけてやってきたことは何のためだったのでしょうか。今でこそ

侵略戦争だと言われますが，戦前の教育では欧米の植民地からの開放が大義でし

しんりやく せんぜん おうべい しよくみん ち たい ぎ

た。大東亜共栄圏という構想のもとで，インドやビルマ，フィリピン，中国など

だいとう あ きようえいけん こう そう

のアジアの国々が共存共栄するための戦いだと教えられたのです。実際，インド

きようそんきようえい たたか

のガンジーやチャンドラボース，中華民国の汪兆銘は，その構想に共感していま

ちゆう か みんこく おうちようめい きようかん

した。

東京裁判でＡ級戦犯として処刑されたことで戦後処理が終わり，日本は平和憲法

さいばん せんぱん しよけい せん ご しよ り けんぽう

の成立と独立を勝ちとることになります。しかし，日本が戦争への道を突き進ん

せい りつ つ すす

だのは，Ａ級戦犯の指導者たちだけのせいではありません。私たちは，そのこと

し どう しや

はよく考えなければなりません。

今，戦後の日本を守ってきた「平和の道」が，曲がり角にさしかかろうとして

います。戦争の真実を知らない政治家ばかりが国を動かすことに大きな不安を感

せい じ か ふ あん

じています。戦前生まれの人間な

ら，みんな同じように考えている

はずです。

だからこそ，戦争時代に体験し

た真実をみなさんに伝えておくこ

つた

とが大切だと考えたのです。戦争

になれば，人が人を殺し，何人も

ころ

の人が悲しむことになるのです。

そんな戦争を二度と繰り返して

く かえ

はなりません。

豊橋工兵隊への入営記念写真です


